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	 本研究は初任教師を対象とした先輩教師による授業のメンタリング行為の支援に関する

研究である。先輩教師による初任教師への授業のメンタリング行為を ICTによって支援す

る。現在教師の年齢構造に大幅に変化が見られ、若手教師の割合が増加し、初任教師の育

成システムが機能不全を起こしている。そこで、本研究では初任教師の育成方法としてメ

ンタリングに注目し、先輩教師のメンタリング行為の支援を、ICTを活用したシステムを

開発することで行い、その効果を検証した。 

	 第１章では、本研究の背景を確認した。教師の歴史を俯瞰し、教師の専門性と現在の状

況をふまえどのように初任教師を支援すべきか論じている。最初に、公教育における教師

の誕生と一斉授業の成立、そしてその後の教師の歴史を辿った。次に、教師教育研究を俯

瞰することにより、教師の専門性について確認を行った。専門職性、専門性の研究、熟達

研究などを俯瞰し、教師の専門性として「反省的実践家」が重要であり、「適応的熟達者」

として熟達することが求められていることを確認した。 

	 次に、これまで教師の育成がどのように行われてきたのか、その歴史を先行研究により

確認した。教師が「反省的実践家」として熟達し、「適応的熟達者」になるために、同僚性

を核にした授業研究が有効であり、授業研究は教師の熟達の中心にあることを先行研究よ

り指摘をした。授業研究は日本の誇るべき教師文化であり、日本の学力を支えている重要

な要素である。しかし、教師の年齢構造の変化や教職の多忙化等により、現在においては

この授業研究やインフォーマルな支援など初任教師の熟達を支える教師文化が困難を極め

ている。そこで、本研究では、これからの初任教師を育成するためにはどのような支援が

効果的か検討し、その方法としてメンタリングを指摘した。 

	 第２章では、教師のメンタリングに関する先行研究を俯瞰し、これまでのように自然発

生的にメンタリングを行うことが困難な現在の状況をふまえ、初任教師の育成に求められ

るメンタリング環境を提案した。また、そのメンタリング環境の中で初任者研修における

先輩教師との授業のメンタリングが初任教師の熟達の中核になることを指摘した。そして、



先輩教師による初任教師を対象とした授業のメンタリングには、初任教師の特徴により２

つの側面をもっていることを初任教師に関する研究をもとに指摘をした。１つは「先輩教

師の視点をもとにしたメンタリング」であり、もう１つは「初任教師の課題や悩みをもと

にしたメンタリング」である。それぞれのメンタリングについて先輩教師に起因する問題

があることを先行研究により指摘し、先輩教師をメンターとして育成することが難しい現

状をふまえ、その解決方法として ICT を用いることを提案した。そのため、ICT を用いた

メンタリングの先行研究を俯瞰したものの、初任教師を対象にした授業のメンタリングの

特性に考慮して支援を行っている研究は少なかった。よって、本研究の問題解決には、新

たにインタフェースを設計し、システムを開発する必要があると判断し、２つの側面「先

輩教師の視点をもとにしたメンタリング」、「初任教師の課題や悩みをもとにしたメンタリ

ング」に関してそれぞれどのようなインタフェースが必要なのか考察し、開発を行うこと

にした。 

	 第３章では、「先輩教師の視点をもとにしたメンタリング」について、問題の解決に取り

組んだ。「先輩教師の視点をもとにしたメンタリング」の問題点として、①子どもの学習過

程や経験に注意配分が向かない、②先輩教師の指摘が理解できない、③子どもへの注意配

分に偏りがでることを指摘した。そこで、本研究では問題を解決するために、メンタリン

グ支援システム FRICA（読み方：フリカ）を開発した。FRICAは、タブレット PCに web

カメラを装着して利用する。座席表をベースした子どもの撮影ボタンが搭載されており、

子どもに焦点化したメンタリングを行うことができる。FRICAを用いてメンタリングを行

った結果、子どもの話が引き出され、先輩教師は初任教師に伝わるように子どもの話がで

きるようになった．また、子どもへの注意配分の偏りに関しても効果がみられた。 

	 第４章では、「初任教師の課題や悩みをもとにしたメンタリング」について、問題の解決

に取り組んだ。メンタリングを行う際、先輩教師は初任教師の課題や悩みを考慮する必要

性があるものの、初任教師と先輩教師の関係が不均衡なため、初任教師の課題や悩みにつ

いて話されない場合があることが先行研究より指摘されている。そこで、本研究ではメン

タリング支援システム Listena（読み方：リスナ）を開発し、実践を行った。Listenaとは、

初任教師の課題や悩みに焦点化したメンタリングを行うためのシステムで、FRICAと同じ

くタブレット PCにwebカメラを装着して利用し、映像をもとに授業の振り返りが行える。

FRICA では個々の子どもがボタンになり、子どもごとの撮影が行えたが、Listena では、

初任教師が前もって記述した自身の課題や悩みがボタン化され、先輩教師は課題や悩みに

関連した映像を振り返りのために撮影する。Listenaを用いることで、先輩教師は初任教師

の課題や悩みに関して授業の観察を行い、振り返りにおいてそれらに焦点化することがで

きた。 



	 第５章では、FRICA・Listena を活用した実践を行った。実践後、初任教師・先輩教師

に対してインタビューを行い、メンタリングを 1 年間支援するために FRICA・Listena を

どのように活用すべきか検討を行った。その結果、FRICA・Listenを併用する際には、１

年の前半に FRICAを利用し、後半には Listenaをメインに利用することが有効であると示

唆された。初任教師が初期の段階でリアリティ・ショックを経験している中で、先輩教師

が FRICAを用いて先輩教師が初任教師の状態を診断し、２人で子どもの姿をもとに授業を

振り返っていくことは非常に重要である。FRICAを用いたメンタリングを繰り返し、初任

教師が自分の授業について考える余裕がでた時点で、Listenaをメインに用い、初任教師が

自律的に学んでいくことを支援する必要がある。 

	 しかし、Listenaを用いた場合、先輩教師による問題点の指摘については支援がなされな

いため、初任教師にとって不安感が残るケースも見られた。そこで、両者の機能を組み合

わせて新たなシステムのデザインを行った。新たなシステムでは、FRICAの座席表システ

ムをベースに、初任教師の課題や悩みが強調され、先輩教師の視点・初任教師の課題や悩

みの観点の両方から撮影、振り返りが行える。また、先輩教師の提案、ALACTモデルを参

考に、振り返り機能を搭載し、初任教師の自律を促すよう新たな機能の追加も行った。そ

の他にも、これまで教師から要望のあった写真機能なども搭載している。これらの機能は

FRICA・Listena の併用を望む教師にとっても必要であり、FRICA・Listena で蓄積され

たデータが両システムで共有できるよう改良しつつ、これらの機能も搭載する必要がある。 

	 第６章では、初任教師を対象にした先輩教師のメンタリング行為の支援の方法をまとめ、

今後の課題や限界点について言及し、最後にこれからの教師の育成と支援について提案を

行った。先輩教師のメンタリング行為の支援の方法に関して、「先輩教師の視点をもとにし

たメンタリング」では、タブレット PCと webカメラを組み合わせた、座席表をもとに子

どもの撮影・視聴ができるインタフェースが有効である。「初任教師の課題や悩みをもとに

したメンタリング」については、FRICAと同じくタブレット PCと webカメラを組み合わ

せたシステムで、初任教師の課題や悩みをボタン化し、撮影・視聴ができるインタフェー

スが有効である。 

	 次に、FRICA・Listenaを実際に活用する方法として、（１）FRICA・Listenaを併用す

る方法と、（２）座席表をベースに Listenaの課題・悩み機能を組み合わせた新たなシステ

ムを活用する方法が考えられる。それぞれのペアの状況に応じて選んでいくことが重要で

ある。 

	 今後の課題・限界点として、メンタリングの関係性の問題や、初任教師と先輩教師のメ

ンタリングに対する意識のずれの問題、システムの設計思想と先輩教師の意識のずれの問

題などが挙げられた。また、技術的・研究方法論的課題として、カメラのズーム機能や、



プライバシーの問題、長期的な実践の必要性などが挙げられた。 

	 最後に、これからの教師の育成と支援について、初任教師が経験年数５年目を超える頃

にはメンターとして活躍しなければならない現状をふまえ、どのように若手教師をメンタ

ーとして育てるべきか提案を行った。FRICA・Listena のメンティとしての使用経験をメ

ンターでの活動に結びつけられるような仕組みを設計することすることで、若手教師は、

ベテラン教師と比較して初任教師の問題を見抜く、解決方法を考えるという点では劣るも

のの、初任教師の問題を共に考える、自律を促すという点では充分寄与できると考えられ

る。若手教師がメンタリングを積極的に行わなければならないという状況は、危機的な状

況であると言えるものの、FRICA・Listena 等を有効に活用することで、学校のメンタリ

ング文化を改善するチャンスでもある。今後はより学校と連携しながらメンタリングをは

じめ教師の学習を高める支援ツールの開発が求められる。本研究はその一歩となる。 


